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開館したら真っ先に立ち寄りたい

新刊特設ブースを設置

URGENT

ANNOUNCEMENT

図書消毒器を使って
安心して本を読もう！

こんなときだからこそ使い方を復習！

新型コロナウィルス感染症の拡大防
止のため、先月に引き続き４月14
日まで閉館を延長します。それ
以降の開館も感染症の状況に
より変更する場合があります。

利用者のかたにより多くの本を楽し
んでもらうため「ふくちのち」では、
千冊を超える新刊をご準備してい
ます。また、その一部を集めた特
設ブースもご用意していますので
開館後にぜひお立ち寄りください。

つやつやしていて、見た目
もかわいい「いちご」。その
いちごが育つ様子を、優し
いタッチで描いている絵本
です。花から実になる様子
や、葉から種に栄養を送
る仕組みなどが細かく描か
れ、大人でも楽しめます。

「人間関係は面倒だから、
孤独が好き！だけど、時折
寂しさを感じる…」そんな矛
盾をもちながらも、著者の
あたそが辿り着いた「ひと
りでいること」の定義とは？
思わず唸ってしまいそう
な孤独のエッセイ集です。

利用者のかたには大
変ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解ご

協力をお願いします！
ふくちのち館長 井上憲治

ドアを開ける。本を開きバーにかける。
一度に６冊まで消毒ができます！

およそ30秒間の消毒が終わったら、
本を取り出してドアを優しく閉める。

ドアを閉めて、スタートボタンを押す。
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 ４月の開館についてのお知らせ

閉館期間を延長します！

NEWS
▼ワクワクワ広場に特設ブースを設置。

いちご
荒井真紀／著（小学館）

孤独も板につきまして
あたそ／著（大和出版）

▼

開館時間 10:00～／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

ふくちのち便り
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【４月の休館日】

１日（水）～14日（火）

21日（火）28日（火）

毎月１日・毎週火曜日は休館です。

※ 感染症の拡大状況によっては、　

臨時休館の可能性もございます。

見るだけでわかる！
ビジネス書図鑑
荒木博行／著（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

親子で学ぶマンガで
なるほど！プログラミング教育
マルサイ／漫画（インプレス）

さくらがさくと
とうごうなりさ／さく（福音館書店）

絵でわかる
はじめてのプログラミング
石戸奈々子／監修（学研プラス）

キッチンではじめる家庭菜園
ケイティ・エルザ－・ピーターズ／著
（ガイアブックス）

ドミノ in 上海
恩田陸／著（KADOKAWA）

１００
名久井直子／さく（福音館書店）

アリババの猫がきいている
新藤悦子／作（ポプラ社）

心
映
の
投
句

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

NO：
DATE：

▶巷で噂の「ハンカチマスク」
の作り方を共有します！❶清
潔なハンカチを半分に折り、
さらに半分に折る❷ハンカチ
の左右から１/３の場所に「ヘ
アゴム」か「手芸用ゴム」を通
す❸ハンカチの両端を３等分
の位置で折る❹折り込んだ
側を口に当て、ゴムを両耳に
かける❺顔の形に合わせハ
ンカチを調整して完成！感染
症を乗り切りましょう！（藤本）

●教員時代しのぶ貴重な文化財

教員免許・赴任辞令
河村光陽ゆかりの品

Apr.2020

020

▶今月で36回目の広報紙制
作を終えました。全ての記事
や写真の一つ一つに思い出
と苦労、愛着があります。新
しい世界に触れ、多くの思い
を聞き、その感動を形に残せ
る「広報」。人の笑顔に出会
える幸せな仕事だと心から感
じています。支えていただき
ました皆さまに、多くの出会
いと学びをくれた広報に、心
から感謝しています。（田代）

童謡「カモメの水兵さん」や「う

れしいひなまつり」で知られる作

曲家・河村光陽。 実は音楽家

になる以前、 金田小学校の教

員を務めていました。 ご子孫よ

り寄贈された「教員免許」と「赴

任辞令」から音楽家になる前の

教師・河村直則（光陽の本名）

の姿を垣間見ることができます。

「訓導」は、小学校教員のこと→
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「訓導」は、小学校教員のこと→「訓導」は、小学校教員のこと→
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